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平成 25 年４月 13 日 淡路島を震源とする地震

現在判明している被害と対応状況

（平成 25 年４月 13 日 9:00 現在）

１ 地震の概要

(1) 発生日時
平成 25 年４月 13 日 5 時 33 分

(2) 震源地
淡路島付近（北緯 34.4 度、東経 134.8 度） 深さ 10 キロ

(3) 規模
マグニチュード 6.0

震度６弱 淡路市 ５強 南あわじ市 ５弱 洲本市 大阪府岬町

津波の心配はない

２ 判明している被害状況

○人的被害

・死 者 数： ０名

・負傷者数：１３名

市町名 人数 状況

南あわじ市 ２ 15 歳女性軽傷、76 歳女性重傷

洲本市 ２ 80 歳男性軽傷、89 歳男性軽傷

淡路市 ３ 95 歳男性軽傷、84 歳男性重傷、84 歳男性軽傷

神戸市 １ 37 歳女性軽傷

伊丹市 １ 69 歳女性重傷

明石市 ２ 79 歳女性重傷、80 歳女性軽傷

三木市 １ 74 歳女性重傷

姫路市 １ 82 歳女性軽傷

・避難者なし

○建物倒壊

・全壊 ：調査中

・半壊 ：調査中

・一部損壊：住家：５軒、非住家：７軒（洲本市）

○市町関係

市町名 状 況

南あわじ市 灘黒岩で崖崩れ（76 号道路にはかかっていない）

市庁舎一部損壊（ひび）



南あわじ警察 けが人なし（交番で点検済み）

洲本市 水道管破裂多数のもよう

洲本警察 かも神社の鳥居倒壊

淡路市 塀が倒壊

○ライフライン関係

区分 状 況

大阪ガス 県内全般ガス漏れなし

ＬＰガス 淡路島内被害なし

洲本ガス ガス漏れなし

関西電力 停電なし

水道関係

(淡路広域水道)
淡路３市で各２世帯ずつ（計６世帯）断水

給水車の配備要請予定なし

ＮＴＴ西日本 異常なし

○交通、道路関係

区分 状 況

ＪＲ西日本 以下の線で運転見合せ（神戸線 10:00 再開見込）

京都線（京都～大阪）、神戸線（大阪～姫路）、

東西線（京橋～尼崎）、宝塚線（宝塚～尼崎）

阪神・阪急 ダイヤに乱れ

神戸市営地下鉄 通常運行（市バスとも）

神戸電鉄 志染～粟生運休。新開地～三田徐行運転。

西日本高速道路 通行止め・速度規制なし

道路状況 通行止めなし

神戸淡路鳴門自動車道

・神戸西インター～淡路島南インター：50 ㎞の速度規制

・淡路島南インター～鳴門北インター：40 ㎞の速度規制

３ 対応状況

○兵庫県の対応

５：３３ 地震発生と同時に県災害対策本部を自動設置（２号配備）

５：４５ 航空隊に防災ヘリ出動を要請

（7:08～9:08、上空から被害状況調査実施）
６：１０ 自衛隊派遣要請の準備連絡（本要請ではない）

６：４５ 第 1回災害対策本部会議開催
７：３０ 災害対策本部長（知事）現地視察

１０：００ 第２回災害対策本部会議開催予定

※緊急物資の手配状況は別紙のとおり

○人と防災未来センターの対応

９：００ 研究員４名が淡路３市に現地調査に出発

９：００ 災害対策本部に２名派遣



○県民局の対応

県民局 体制 時刻

淡路 災害対策地方本部 ※管内３市に県職員派遣 5:45

神戸 連絡員待機 6:45

阪神南 連絡員待機 6:41

阪神北 連絡員待機 6:20

東播磨 災害警戒地方本部 5:45

北播磨 災害警戒地方本部 6:00

中播磨 連絡員待機 6:40

西播磨 連絡員待機 6:20

但馬 連絡員待機 6:00

丹波 連絡員待機 6:00

○県内市町の対応

・南あわじ市

５：３３ 災害対策本部設置

７：００ 西淡町松帆活性化センター 避難所開設（８：００閉鎖）

・淡路市

６：０２ 災害対策本部設置

・洲本市

６：４９ 災害警戒本部設置

７：４０ 災害対策本部設置

・淡路広域消防本部

５：３３ 災害対策本部設置

４ 国等の対応状況

官邸対策室・内閣府災害対策室設置。情報収集

６：２１ 自衛隊連絡員派遣

８：１０ 内閣府御手洗企画官をはじめとする現地調査３名を出す

５ 今後の対応

① 被害状況の収集

・淡路島内３市に派遣の県民局職員とのホットライン

・フェニックス被害予測と実被害のすり合わせ

②避難者対策

・救援物資（食料、水、毛布）の手配・配送手段の確保（済）

・今後、状況を見て、追加的対応を検討

③ライフラインの確保

・水道の被災状況の確認と早急な復旧

④災害救助法適用の判断

⑤救命・救助

・現時点で緊急消防援助隊の派遣を要する状況は確認されていない

・今後の情報収集結果を踏まえて対応を検討する



【添付１】

県立施設等の被害状況

○淡路病院
・水道管が破損し、スプリンクラー等から水漏れ（１階）が発生し、応急処置
・管理棟と第１病棟との渡り廊下に小さなクラック（ひび）発生（業務に影響なし）

○教育委員会
・県立学校については倒壊等の大きな被害なし
・水道管破裂等の小規模な被害は数校であり

○淡路県民局
・津名港志筑で物揚場－３．５ｍ 延長５０ｍ
・岸壁水たたき 段差８cm、隙間５cm

○医療施設
・県立淡路病院など６施設 一部壁亀裂（６施設）

○社会福祉施設
・高齢者福祉施設１１施設 軽度被害
・障害者福祉施設 ３施設 軽度被害
・グループホーム、ケアホーム９施設 軽度被害、断水・トイレ使用不可１施設

○水道施設
・淡路広域水道企業団：６世帯断水
・ 〃 ：一部濁水のおそれあり

○総合庁舎
・壁面の一部、窓ガラス破損

○淡路文化会館
・ガラス破損、ボイラー室水漏れ等

○港湾施設
・生穂仮屋（淡路市）、炬口（洲本市）、九山（南あわじ市）
一部の岸壁、道路で沈下、ひび割れ発生

○企業庁埋め立て地
・津名地区 一部で液状化発生



【添付２】

緊急物資の手配状況

平成 25年 4月 13日９：００現在

１ 淡路広域防災拠点の物資備蓄状況及び必要数

非常食 毛 布 ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ 飲料水

淡路防災拠点備蓄数
（①） ３，０００食 １，９４０枚 ２００枚 －

現地市町不足数
（②）【予測】
上段：淡路市
下段：洲本市

１，９５７食
８９４食
１，０６３食

４，７６０枚
１，６０６枚
３，１５４枚

－ －

過不足数
（①－②） １，０４３食 ▲２，８２０枚 － －

三木防災拠点か
ら

３，０００食 ３，０００枚 １，０００枚搬

送 企業庁から
３，０００本

(５００ml)

２ 三木の防災拠点等から淡路の防災拠点への物資の輸送
（三木防災拠点の出発時間）
第１陣 出発 ９：３０（予定）

３ 給水車の手配
県民局に要否確認中（企業庁、給水車手配可能）

４ 今後の対応
避難状況を確認の上、追加手配の必要があれば至急対応準備を進める。


